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小学校の先生へ
次年度に小学校入学を控えた学年を
「5歳児」または「年長児」と表記しています

『架け橋プログラム』への期待
大館市教育委員会 教育長 高橋善之

　2011年度から、「消滅可能性都市」からの脱却を目指し、独自の「ふるさとキャリア教育」を根幹に教育を推
進しています。郷土への誇りと愛着を醸成する「ふるさと教育」と、よりよく生きる力を育む「キャリア教育」を
融合し、「少数精鋭の街大館」を構築すべき「未来大館市民」の育成、この一点に焦点を絞り取り組んできまし
た。「人財」育成が目的なので、「大館盆地を学び舎に、市民一人一人を先生に」というコンセプトをもって、就
学前教育から県立高等学校、地元大学までを貫く「縦の一貫」と、地域社会、地元産業界との「横の連携」態勢
を構築しています。以来12年経過し、当時小学校1年生だった子どもたちも高校3年生となり、間もなく「未来
大館市民」として続々と社会にデビューしてきます。そんな子どもたちの姿を通して、希望をもって大館の未来
を語れるようになりました。
　「縦の一貫」の中でも、最も早くかつ円滑に連携態勢を構築できたのが就学前教育と小学校教育、すなわち
「幼保小の連携」です。かつては、幼稚園・保育所と小学校の間には、それぞれの指導の在り方に対する相互不
信を背景とする深い溝がありました。その頃は、小学校1年生の段階での学級崩壊も発生し、その立て直しに2
年も費したものです。これは学校にも当該の子どもたちの成長にも、大きな負担と負債を負わせる事態でした。
そんな関係性を一気に改善する突破口になったのは、市の学校教育課と子ども課の人事交流です。相互の実状
を十分把握している指導主事がキーウーマンとなり、その目指すところを「未来大館市民の育成」に統一し、幼
保・小間に実効性の高い交流の機会を増やすなどして相互理解を推し進めました。現在では、相互のリスペク
トと協働態勢が浸透し、小学校と学区内の保育園・こども園との交流や相互の保育・授業参観、市教職員研究
実践発表会にて幼保の先生方も発表し、小学校の先生方が聞き入るという光景も当たり前になりました。その
教育成果については著しいものがあり、入学した1年生が、5月の段階から「おおだて型授業（響学）」の学びの
態勢に入れるようになっています。大館が12年行ってきた教育イノベーションの中で、最も実効性が高かった
一つが「幼保小連携」だと最高評価をしています。
　その連携態勢をさらに発展させて、年中さんから小2までの4年間を対象に、一貫したカリキュラムを導入し、
さらなる協働連携態勢の強化と一貫したキャリアアップを企図しているのが「架け橋プログラム」です。従来か
らの「ふるさとキャリア教育活動」に加え、「多様な発達への適切な対応」、「メディアコントロール能力の育成」、
「英語に親しむ活動」などをカリキュラムに取り入れ、試行しているところです。これまでも、幼保小が共通して
取り入れた「体感するふるさとキャリア活動」として、「はちくんダンス」があり、大館の子どもたちはこのダンス
が大好きになり、ほぼ全員が踊れるようになりました。この年頃の子どもたちには、体感する活動であること、
そして楽しいことが必須です。その観点から、最近、私案と
して、「大館版ももたろう」を構想しています。ストーリーは
「ももたろう」と同様ですが、大館版は、お供する犬は「秋田
犬」（国指定天然記念物）、鳥はキジでなく「比内鶏」（国指
定天然記念物）、猿は世界自然遺産白神山地から降りてき
た「北限の猿」という設定で、子どもたちは、「♪もーもたろ
さん、ももたろさん お腰につけたキリタンポ」と歌います
（笑）。子どもたちと先生方の弾ける笑顔とともに「幼保小架
け橋プログラム」が充実し、大館教育の進化を加速するブー
スターとなることを期待しています。
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人と社会の幸いを希求する「大館ふるさとキャリア教育」
～幼保小連携で「育ちと学び」をつなぐ～

　このたび､文部科学省から｢幼保小の架け橋プログラム｣が示され､架け橋期の育ちの重要性が謳われると
ともに､これまでの交流活動､教職員の合同研修､情報共有よりも一歩進め､｢主体的､対話的で深い学び｣の実
現に向けた教育･保育の充実が求められています｡
　大館市は､2011年度(平成23年度)から､｢ふるさとキャリア教育｣を通して0歳から22歳までの育ちと学び
をつなぎ､大館の未来を切り拓く人財の育成に取り組んできました｡
　大館に育つ子どもたちは､家族や周りの大人に愛されて愛着を育みながら､やがて友達と関わり､遊びを通
して様々な感情を体験し､社会性や協働力を身に付けていきます｡また､学びの場を広げながら､仲間とともに
体験を通して｢気付き｣｢試し｣｢実感｣し､｢自覚｣するという学びのプロセスを重視した教育･保育の活動を基盤
に､自ら考える力､思いを表現する力等を獲得するなど､子どもたちは自ら育つ力を蓄えていきます｡大館の誇れ
る宝である子どもたちを､ふるさとを支える｢未来大館市民｣に育てるという目的を共有し､就学前も小学校も
それぞれの教育･保育を充実させることを第一にしながら､生涯で一番学びへの期待が膨らむ架け橋期の子
どもたちを関係する大人が立場を越えて協働し支えていきたいものです｡子どもたちが､学ぶ楽しさや成長する
嬉しさを味わいながら､仲間と共に育ち合い､将来一人一人が社会の中で生きがいを感じながら人生を豊かに
生きていくこと､他者と協働しながら豊かな社会の担い手となることを願って､生涯を支える背骨となる｢人間
的基礎力｣を育てていきます｡
　また､本市では｢おおだて型学力｣として､｢共感性｣｢協働性｣を重視しています｡そのため｢架け橋期｣を5歳児
からではなく､仲間との関わりが深まっていく4歳児から､そして､教科学習､ギャングエイジにつながっていく小
学校2年生までの4年間を､大きく一つの発達のくくりと捉えることにしました｡この時期にふさわしい援助･指
導が積み重ねられ､市内どの園･小学校にいても発達に必要な経験が保障されるためには､園と小学校が市の
教育理念を共有する架け橋期のカリキュラムが必要となります｡
　小学校や園の教職員が､互いの教育･保育の違いを理解した上で､小学校側は子ども一人一人の実態や､就学
前にどのような経験をしてきたかを把握し､その発達の特性に応じた指導や学級経営に取り組む必要があり
ます｡一方､園側は､仲間との関係
性の中で､ねらいや意図をもって
子ども一人一人の育ちや学びを引
き出すことが大切です｡
　そして、架け橋期は0歳からの
育ちの上にあり､架け橋期以降の
学びや生活へとつながっていくこ
とを念頭におきながら､架け橋期
にふさわしいカリキュラムを作成
することが望まれます｡
　まずは、校種や所轄等の垣根を
超えて、共に大館の子どもを育て
る大人の意識と協働性がカリキュ
ラム作成の第一歩となります。

市としての作成方針

＊『大館ふるさとキャリア教育』　
   「大館盆地を学舎に、市民一人一人を先生に」をコンセプトに、ふるさとに生きる基盤を培う「ふるさと教育」と、その基盤の上に自らの  
   人生の指針を描く「キャリア教育」を融合した本市独自の教育理念

共感的協動力を備えた
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大館市共通版 架け橋期のカリキュラム全体計画
５歳児10月～1年生7月
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大館市共通版 架け橋期のカリキュラム全体計画
５歳児10月～1年生7月

禰大館市共通版架け橋期のカリキュラム全体計画 5歳児10月～1年生7月

架け露期に期待する子どもの姿

～周囲の人々や珊虜と主体的に闘わり、学ぶ喜びや楽しさを実懇しながら仲閥と共に冑ち合う子とも～

って国しい姿 (10の姿）
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餐したりする 工 サ＇る。

ア：殴穫しだ野菜などを茂達と一緒に食べたり、 遊びに取り入れたりし'.I'>;手洗い、うがい` 好き膿いを演らすなど、鑓慶な生活のた」めに糾
て食べ物への関利を忘める． 専なごtを道んで行う．

,r :地 の公共施詮やIJ¥学校などを訪れ、燻所や状況r`粛、じた約束を知 9 正月、 節分、アメッコ阻ひな祭りなどの伝紐文化を体騎し、池
り守ろうとする＂ 域への親しみを・右って遊びに再環する．
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力した思い出

• 

・友達と一緒になかよく運動や遊びに取り組み． 身体資罰かす甕持ち
よさや楽ぽを味わう。 （アイウ）

•新しい学習に興味をもち｀教科言や鉛筆なとの正しい使い方や姿勢
などの学醤の約束苓遍んで牛かそうとする （イエ）

〒気・付いだことや思つだことを這がで話しし 話頃からせ茫いこと
や自分が闊きたいことに注意＿て＿閥こうとす忍 （イケ）

“ 天 呈 霞 翻 そ iヽ ？巽野り空笠｀ 字級文mとか遁皿

• 気付いたことや思ったこと、 想像しだことなとをm溝·ハやり罰りす
る楽し屯；乞昧わう。 （カケコ）

・身近なことや声姿したことなとから伝えたいこと釦配i」紐凛票
ヱ哀盪する （刀クケコ）

＋魯翌請滉認蹂誂烹益顎翌醗翌き、直と虹

十学校慮検で見付けたことや分かったことを自分の生活との＂わりで
捉え←一遍と伝えaぅ． （カケ＇コ）

• S<r.順l，りの事象や只体物と 逼させながら` ひらがなや靱■，，形な
逗止鯰る．喜ク）

とで守全に牛活する『めに大切れことに気付
って行動しようとするや （アエオ）

、• Illぎ手苓罠て栢しだり、 話し手に共憩・して祖づちなどの辰罰苓しながら
馴いたりする。 （ウエケ）

．．言渠遊びに親しみ` 誘のまとま9竺遵『藁の・まーを感じながら＿音凱！する
（クケコ）

・・阻物の俎珀や桟察などを通して、 自然の不屈議さや面白さに気付いてい
る。 （カキ）

・経験したことや身に付けたことを生かしたり友遁の
して、よりふい乃滋奪きえる． （ウカケ）

・ 伝 え に 四ー 至＿底じて、雹繋や万法を選ぶー （カケコ）
・一^9然を生かした道びや水遊びなと｀自分たちで誼しだりT夫しだり

t9行剛り出す介 （カケコ）

9の回りの言票や数
とを文攣や絋厭や
る贔［カキクケコi

えを殴り入れだり

にある歌やものの順昂長さなどの比べ方苓考え，胃珊やブ
表墨する． （カタケ）

-f :当醤のi這 など` 自分がしなければならないことを臼覚し、 忘れ イ：園告活やクラスのー自分の役割を果たそうとし、役に立つ喜＿をぽ
Fiこやろうとする． わっ．

ヮ：劇遊びなとで、友逸のよさを認め8いながら役割を分担しだり刀巨 か 困った時に．ば` 友逗や先生fこ1且分から括はたり、おI

合わせだりして道＂を創~l.tげるごとを楽しむ． とを伝えたDして 自分和ちで解決いうとする．

自分の思いを友達に伝えたり、 旧手の苔えを受け入れたりして、組 エ楽しく三活するためにきまりを守ったり、新だにつくつだり、麻
り合J歪つ』9ヱ遊ぼうと玄盃 要に厄じヱつくり一替えたりしようとする．

器翌舵脊澁雙舵渇諄尼わりの中で、祖毛 可，贋青魯門屁畠幻g医翌昌貸農欝蒻詈茫れ匹iることに

いしだいこ

・セかるた心 I 「可函叶

匡
丹心 如 四 I土面道五至1 ＊双瓢●憐究 I~邑匹

髯巴雪；：言巴ミミ三
翠
庭
と
の
遅
罠

.就学時閾犀這面を滋会に、入学までに暑にfglプたい呂慣や力につい
て話題にしていく．

・双学に向けての心配や不安繹け止めて｀安心しで試学できるよう
に子どもへの関わりを一絡に者えるとともに｀必翌饗町屁細し
相駁できる観会や嗚につなぐ•l 埠合によっては小学と情報を共葡
する． ・就学に同けて．起氏ぬ墨食

を送ることができるようL協力

”―
 

・卒園式入学式までの予定などの情報召紺惧し、見通し召もって
できるよう、また、不安がないように支援する。

・子ともの頭張りやよさについて岳え、成摂の喜びを共有し｀自恒と
開待をもつて入学できるような勤ましや艦葉澄けをお親いする．

見已し` 規則正しい生』
する．

キ：自然との

ケ：言

わり • 生命

による伝え合い コ：

ク：数量や図形｀

かな感性と表現

・ 正疇嘩ここ一三

• 新しく出会う先生や笈
をじる． （イウオ）

＊相手や嘱に卿じたあいにダ lm 壽 嘩 v,9 心 l" ヤマー90し・こ

進biX.閲わろ2とする。 （イオケ）

り返ったりして、 四搾ち至
（ウオ）

．肱尋と争 （轡璽乞、友達と臨訊后いながら、

と道んマ触れ合い｀一絹ば活顧―る豪じざ

m,..土言えて、

女入学した喜びを共吾し、意欲的に取り組もうとする姿をほめ励まし
だり、子どもの話を共懇しながら聞いたりして｀温かな安心できる

つくりを工夫する．

古切児期とのつながりを営慮し｀別凡期に親しんだ活動歪取り入れ
自憾をもって活動できるようにするウ

〇子ともの思いを汲み取りながら 一`人一人が安心感をもら落ち
いて生活｀学筈でさるように一緒［こ環境を工夫していく。

〇生活科を中心としだ関達蹟な指導を行つだり 斌`力的に時―=
夫したりする．

・学校の万糾 1年王の目祐す妥やスタートカリキュラム、
等について伝え、理乞符る。

• 1年阻切予定や1週閲毎の異体的な予定を丁
ヨ`しをもてるようにする．

・連絡絹や通口などで子どもの憬子を伝え｀慄謹者が安心できるよう
にするとともに｀翠厖でも話題にし、褒めたり認めたりしてもらえ
るようにする。

に伝え`

識や文字などへの関心 ・感党

7
 

・農類採円足寇器汽鯰任事を晃禰ずなど｀

・目ばに向かって自分の力を尭輝したり、友逗や上級竺
組んだりすることを通して、
紐 （アイウ）

身近な生さ灼切坦生や威長の様子を
を大切にしようとする． （アエキ）

・出校を支えている窃勺器裟習詑溢位念言合急聖話鴇翻
． （イオ）

つめ 閥しみを名って関わり｀魯

な：Uの

五直西］
．＊蜘 1ii携饉道暉l||*幼即呻 暉 S| l 

l9ガ艮体的な体験を通して、伝え合う．交流する、試行錯翠や繰り返す活動
を慄譴し、お互いのよさやそれそ作汲付きを共鳴させるようにする＊

人 騎

貪運動会なとの取組を通して、頑
箇藷付けし意欲を紺ぷふ

〇登下校や組言1り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の万只や他
年との関係つくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
付けるようにする．

っている姿や反還と 力している姿を

・子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
乞貝体的に伝える．

・蜆則正しい生活翌慣やメディアコントロール、読み関か也や音読、家庭
学習などを継する大切さを啓発していく．

・学校行碩や学年の活動、PTA活動などの保該者ボランティアの教育的
価組を伝えて協力をお願いする．
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大館市共通版 架け橋期のカリキュラム全体計画
1年生8月～３月

市共通版を土台に、各小学校区の特色、各園や各小学校の独自性を尊重したカリキュラムを作成していきます。
　❶担当者や窓口を確認し、顔合わせをする。年間の交流や参観の計画を立てる。
　　（幼保小連携推進会議、幼保小担任研修会）

　❷１学期・夏休みを利用して、交流活動や授業・保育参観をし、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を
　　視点に話し合いの場をもつ。校長や園長も加わっての協議により、小学校区としての強みや課題、「架け
　　橋期に期待する子どもの姿」を明確にしていく。

　❸市共通版カリキュラムを実践しながら、自校・自園なりのものに改善していく。
　❹２学期には小学校や園の研究会に相互に参加し、指導方法や環境構成など、保育・授業の改善について
　　協議する。（計画・要請訪問、学校評価・園評価等）
　　生活科等での交流授業などで、子どもたち双方にとっての学びの機会を設ける。

　❺冬休み中に、小学校区のカリキュラム作成作業を行う。（「共通して充実を目指す活動・体験」「交流の計画」  
      の項目を記入。「ねらい」「小学校区で目指す子どもの姿」は必要に応じて修正する。）

 ●３モデル小学校区のカリキュラムを参考にする。　
 ●架け橋コーディネーターや連携アドバイザーを活用し、助言を得る。

＊「主体的・対話的で深い学び」の実現とは　
   子どもの学びへ向かう主体性と保育者の意図が合致したときに、子どもたちの遊びや学びが自覚や価値をともなって
   「深い学び」となる。

7

架け橋期のカリキュラム作成に向けて

作成の手順例

◦ 地域とのつながり・関わり（知る・親しむ・楽しむ）
◦ 主体的な学び
◦ 自己肯定感
◦ 本物体験（五感を通した直接体験）の重視

◦ 共感的協働力
　＝響学（育ち合う・学び合う）
◦ 一人たりとも置き去りにしない
　＝個々の育ちを見取り、引き出す
◦ 主体的、対話的で深い学びの実現

◦ 人間的基礎力
◦ 学びの喜びや楽しさを実感
　＝子どもの意欲や期待に応える保育・授業
◦ 学びの自覚化へ
◦「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共通言語に

「ふるさとキャリア教育」

「おおだて型学力」 「架け橋期」

架け橋期に期待する子どもの姿

禰大館市共通版架け橋期のカリキュラム全体計画 1年生8月～3月 架け橋期のカリキュラム作成に向けて

幼児の終わりまでに

ア： な心と体 ィ：自立心 ゥ：協同怯

＼ 

工：遍 住・規範意朦の 生え

オ：社会生活との製比り

キ：自然と四如り ・杢富..,

ヶ；言葉による伝え合い

力：忍考力の芽生え

ク；数•や図形漂攘や文〒などへの知 ・ 感覚

かな年と表現 ＿ J コ：

8
 

3
 

瞑り紐む。

．危屑
る（

・嬰戸益請護鰐圧顎炉話叡文事の立 で更公とと

ほ塁苫器時臨呼楚爺埒澁呵梨和豆己一
秋や各になるといつも同じ現象が起こるなど、 自然に一宗のき
式りがあることに気付いている． （カキ）

・國0館の使い乃やマナー迂守って闊みたい本斉景び請に欝
凶 （エオコ）

組む。

郡西～しをもって． 槙衝別ご面仰請租閏告 禰`問や需精苓
年 と す る （イケ）

• 1茸生の珈りに置いた坦ぷ雇磁北主烈凶、 自細劇尉こ気
位 ． （イオ）

・農窪醗話器骸竺鍔,i・El分の細虞江ユな

・言菜には患味による謂句＿ーまとまnーがあることに気付志 語彙互
0かにする． （クコ）

•各の選びや伝紐行事への食加を通して、
活の様子が誓化していくことに気付く．—-iオ希

ー記したいこと
畔紐Iプて叩土ど..L... -,.=・ 

ー市濯m匹四．＼て、釦思泰＆ （誇茫立←祖勁発言を

-""'""==― - 1・謡鴇姜汽需号ぞ立年と
・ 田囀話生雰箆炉→で相精したりして一巳よ

・類諸描謡罪号も怜品疇舒釦血証遺
•もの乞屑類ごとに分類帽碑したり 10のまとま ． ま作ったりし
て、闇皐稔輯や図を用いて累す． ・（カク）

・反還のよいところを見付け、む互い砕
気付き、這かり学給，つくろ9とする―ー（イウエ

魯猛醤望製び咎嚢四朽努呼を懇じながら記

•喜んでもらえる活動や島に適した話し方や接し方を者えて、 轟
齢者や＿年畏限との交菰菱豪し。 （イエオ）

・学習や生活の過捏蝉景撮り返り
ら学ぽうとしている． （ウオ）

・全f喜畠器霜霜雙万ー ）翻”に沿って襴釦窪え

・翻霊9閉雰笥4た遊びを同度＇も紐り返し、友逗コm皿

食琴磨魯翻寄攀禁溢諮笠略醗

ほ9霜罪魏如鼈詮碍を醗甥戸ーえ自分や

• 新しい 1 年に学校のことと分かりやす＜伝
工夫する． （ウオカケコ）

'竺到

周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら

仲間とともに育ち合う子ども

• 1ヰ閻の学習や生活否振り遥り、隅匿(f)..

翌芸t忠’9¥品年生への圃いを

• 「6年ま乞送る会』や卒業式の寧鑓や樟
鵬置の霙持ちを；；っ． （オ）

乞通して、 6年牛に

声 ご 1釦噂皿I
主とのヰ巴

直

小中遭開メデ.,.アコントロ-Jl,
ー ・・

古学級震会や学習発表会なと、兵通の目的に同がうて活勧するこ
とで、忠い乞伝え合い協力してQ;t).ヒげる体験をもてるように
する．

古紐割り既や霜学年の子ど己笹児
的に広lプ多くの人と交涼する....とで＊
きるようにする

0友通と話し含つて轡えをまとめたり、駅5担監しだり、振り
逗ったりする躇問を十分に櫂保し｀漏足感や還咸感をもてるよ
つにする

慶弐
~ ~ 

墨罪馴樟
モー・

1スキー面5l

勺霜
石 ー入学では覇1

きるようにする．

女「ありがとうカー ド』や 「いいねカード」 を交換し、お
よさを震患できるようにする．

亡各敦科を通して、1年閏の咸琵・を騨め 2ff生の学宅や生活I¥
の恩欲を高める．

01ヰ関の威長に気付き、自分や反遠のよさを雲懇できるように、
子ともの作品やカード｀写口なとを渇示する＋

「一··-:'"':~-~ 』
じ和するような譴繹土夫で

いの

* 2学問始まりの濃曇物や
い9る

• 生活科「かそくにこにこ池戟」奴aらいや内宮をT寧に伝
え、譴統してお手伝いに取り組めるよう協力乏お韻いする．

・子ともたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも
めたり鯰めたりしてもらえるようにする

力をお ・子ともの成長について｀零庭でも
うお願いする．

・自信をもって道紐できるにうに、子ともれ自分では気付かない内
の戌長についても気付かせてもらうようにする．

．竺活リズムや搭ち物なと．子ともと一緒に語し合ったり確認した．
りしながら、道級に向けての道闘をしてもらうようにする：

めたり認めだりしてもらうよ



子どもの交流活動 教職員の参観・合同研究会 架け橋調査研究委員会
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モデル地区の実践・架け橋充実期のカリキュラム全体計画
城西小学校区

　秋田県初のコミュニティースクールである城西小学校は、地域の教育力を最大限に生かした学校経営を行ってい
る。また、学区の私立幼稚園が認定こども園に移行することをきっかけに「幼保小連携」が保育・教育課程に位置
付けられ、子ども同士、職員同士の交流や連携が継続的に行われている。

学区の特色

今年度の取組

　各園から年長児の担任が参加し、1年生の授業参観とその後の研究協議会
に参加した。保育者は、1年生が自分の考えを発表したり友達と学び合ったりす
る様子を見て、大きな成長を感じていた。研究協議では、1年生で身に付けたい
力と就学前の学びや育ちとのつながりについて考えを深めることができた。
情報交換では、1年生の様子についての気付きを伝え合ったり一人一人の情報を
密にしたりすることで、就学までに育みたい力についても共通理解を図ること
ができた。

取組の実際

❶ 小学校の授業参観・協議会への参加（9月22日/11月10日）

職員の交流により互いの保育・教育の理解を図る

　小学校の職員がこども園の保育参観と情報交換に参加した。園の生活や遊び
の様子を参観し、年長児の一日の生活の流れや体験や学び、「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」への理解を深めることができた。

❷ 保育参観と情報交換（8月22日/1月6日/1月11日）

　小学校の職員全員と園の保育教諭・主幹4名が参加し、就学前の発達について
の研修会を行った。協同性を高めるゲームの体験やグループの話し合い、校長の
講話により、就学前の遊びや発達の過程について理解を深めた。全学年の担任
が就学前の発達を理解することで、「1年生の育ちを全職員で見守ろう。」という意
識が高まり、今後、他の学年の子どもの姿の見取り方や支援に生かすことにもつ
ながると思われる。

❸ 就学前の発達に関する研修（1月12日）

5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月

2月

①運動会予行参観

②城西フェスティバル予行参観
③生活科交流授業

④学校体験

①保育参観（神明こども園）
②授業参観＋研究協議

③生活科交流授業参観+情報交換
④お遊戯会参観(ホテヤこども園）

⑤保育参観（神明こども園）
⑥保育参観（ホテヤこども園）
⑦小学校全教職員架け橋期研修会

⑧新入生情報交換

  

①協議（実態・課題共有）

②協議（課題・育てたい力）
③カリキュラム作成

④カリキュラム作成
⑤カリキュラム作成

9

　1年生の生活科「あきのおもちゃフェスティバル」に4園の年長児が参加し
た。1年生が作った玩具の出店を回って遊びながら、1年生や他の園の年長
児と交流した。1年生は、年長児に遊び方のコツを教えたり、「上手だね。」と
褒めたりして、年長児に楽しんでもらおうと一生懸命関わっていた。年長児
は、1年生がはきはきと進行したり、優しく接してくれたりする姿を見て、安心
して活動し、1年生への期待を膨らませていた。

❶ 生活科交流授業（11月10日）

交流活動を通して子どもの姿の理解を図る

　就学予定の年長児と保護者が参加した。1年生が、学校の紹介をし、年長
児とペアになって校内の探検をした。1年生の教室では、教科書の音読をし
たり鉛筆で名前や好きな絵をかいたりして楽しみ、就学への期待を高めてい
た。1年生は、年長児と接しながら、自分の成長にも気付くことができた。保
護者も､子どもたちの様子から、就学への心配が軽減されたことと思う。

❷ 体験入学（2月7日）

　子どもの実態について情報交換をした。就学前6園から年長児の育ちにつ
いて実態や課題を出し合った。「相手の気持ちが分からずにトラブルになる
ことが多い」こと、その理由として、「相手に自分の思いを言葉にして伝えよ
うとすることが足りないのではないか」などが共通課題として挙げられた。

● 第1回（11月10日） 　▶課題の焦点化
カリキュラム調査研究委員会の実施

　課題を踏まえて、「学区としての重点」「育てたい力」「そのために必要な環境、
体験・活動」について協議した。①相手に思いを伝える力「言葉で伝える力」､②
相手の気持ちに気付く力「共感力」、③みんなのために友達と助け合う「協働
力」を共通の視点とした。

● 第2回（12月27日）　▶学区としての重点、育てたい力の決定

• カリキュラム作成に向けて園と学校職員が何度も協議したことで、
学校区として目指す子ども像が明確になり、それぞれが取り組む
べきことも明らかになってきた。
• 小学校職員の就学前教育・保育の内容や子どもの発達に対する関
心が高まり、学級経営や授業の中で子どもの発達を意識するな
ど、育ちや学びの連続性が担保されてきた。

カリキュラム開発における成果と課題

• 取組の方向性は定まってきたが、
カリキュラムとしてどのように整
理し文字や表として表現するのが
適切なのかについて、他地域の
例を参考に今後も改善を図って
いきたい。

　共通の視点に基づいて、各園、小学校で行いたい体験や活動を位置づけたものを持ち寄り、表し方やつな
がりについて検討した。二つのこども園の行事や活動名が違っていても、タイトルを工夫して「ねらい」が分か
る表し方にすることを共通理解した。

● 第3回（1月12日）　▶具体的な体験・活動の検討

　学区の共通の視点、目指す子どもの姿を達成するために、2園の体験のねらいを達成できる活動内容にな
るように見直しを図った｡小学校も、園とのつながりを考えて見直した。

● 第4回（2月7日）　▶体験のねらい、活動内容の見直し

　全体計画の最終見直しを行った。学区で目指す子ども像の中で、今年度、特に重点とするものが分かりや
すいように太字にし、ハートマークをつけることにした。

● 第5回（2月21日）　▶幼保小のつながりを考えて検討、成果と課題の協議

モデル地区の実践・架け橋充実期のカリキュラム全体計画
城西小学校区

禰城西小学校区の実践［城西小学校／大館ホテヤこども園／宮の杜神明こども園］

参加者：校長／教務主任／1年担任／主幹／年長児担任

参加者：校長／教務主任／1年担任／主幹／年長児担任

参加者：校長／教務主任／1年担任／主幹／年長児担任

参加者：校長／1年担任／主幹／年長児担任

参加者：校長／教務主任／1年担任／主幹／年長児担任

4。

一



10

モデル地区の実践・架け橋充実期のカリキュラム全体計画
城西小学校区
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モデル地区の実践・架け橋充実期のカリキュラム全体計画
城西小学校区

城西小学校区 モデル地区架け橋充実期のカリキュラム全体計画

架Iガ3期に期待する子どもの姿
大館市 悶囲の人勾や環現と主体的に関わり｀学ぶ喜びや楽しさ苔実感しながら仲間と共に育ら合う子ども

城西小学区 豊かな体験を通して、学f5喜びや楽しさを雰感し、仲間と幸せを分かち合う子ども

月

閏
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　「ひまわり活動」を通して、地域とのつながりが深い地域である。こども園、保育園との交流も「ひまわり活動」
を含めて、1年生だけでなく3・5年生ともずっと継続されている。さらに、近年は、私立こども園と保育園との交流、
職員同士の交流へと広がってきている。

学区の特色

今年度の取組

　各園から年長児の担任や主任等が参加し、1年生の授業参観と情報交換を
行った。情報交換では、1年生の姿を「10の姿」の視点で捉えて話し合いを行っ
た。入学後すぐに行うことで､子どもの育ちを共有し今後の援助･支援に生かす
上で大変有効であった。

取組の実際

❶ 小学校の授業参観・協議会への参加（5月19日）

職員の交流により互いの保育・教育の理解を図る

　小学校の職員がこども園、保育園の保育参観と研究協議に参加。こども園、保育園の保育者同士も、お互い
に保育を参観し合い協議にも参加し、子どもの育ちを共有している。

❷ 保育参観と研究協議への参加（6月7日/10月28日）

　生活科「なつがやってきた」のシャボン玉遊びに、園の保育者がT2・T3として参加した。年長の時の担任と一
緒に活動しながら、子どもたちは安心して思いを表現していた。また、1年生の担任一人では、子ども一人一人の
思いや工夫を見取って共感したり支援したりすることが難しいが、保育者が各グループの支援をすることで、そ
れが可能になった。研究協議では、「10の姿」と関連を図りながら話し合いを深めた。

❸ 保育者が生活科授業のT2・T3として参加（6月15日/６月21日）

　夏休みを利用して、小学校教諭６名が、年長児の保育を体験した。幼児教育と小学校教育の環境構成や一日
の流れの違い、カリキュラムのつながりなどを理解する機会となった。また、一緒に遊ぶことを通して、子どもた
ちが友達とどんな関わりをもっているか、どんな思いをもって、どんなことに気付いたり学んだりしているかなど、

❹ 保育体験（8月18日/8月23日）

5月

6月

7月
8月
9月

10月

11月
12月
1月
2月

①ひまわり活動（種袋詰め）
②田植え　③ひまわり活動（種まき）

④プール授業参加2回

⑤ひまわり収穫
⑥学習発表会予行見学

⑦稲刈り　⑧焼き芋交流会
⑨ひまわり油販売

⑩生活科交流授業

⑪図書館体験
⑫学校体験　⑬雪遊び交流

①授業参観＋情報交換会

②要請訪問（保育参観）＋協議（向陽こども園）
③生活科TT授業＋協議
④園評価・学校評価委員会

⑤小学校教諭の保育体験（向陽こども園）

⑥要請訪問（保育参観）
　＋協議（釈迦内保育園）

⑦交流授業打ち合わせ3回

⑧園評価・学校評価委員会
①協議（課題・目指す姿）
②カリキュラム作成
③カリキュラム作成

モデル地区の実践・架け橋充実期のカリキュラム全体計画
釈迦内小学校区
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　ひまわりを育てて収穫する活動や田植え・稲刈り活動を年長児と一緒に行っ
ている。小学生は、年長児との関わり方を考えながら優しく丁寧に教えたり手
伝ったりすることで、自己肯定感が高まり、年長児は、小学生や先生への親しみ
を感じながら関わりを楽しみ、その後の交流へのは期待を膨らませていた。

遊びを通した子どもの育ちを実感することができた。一人一人の思いにていねいに寄り添う保育者の姿から、子
どもとの関わり方を考えることにもつながっている。

❶ ひまわり活動、農業体験を通した交流（5月16日/5月30日/6月1日/9月17日/10月7日）

交流活動を通して子どもの姿の理解を図る

　保育園の焼き芋パーティーにこども園の年長児を招待している。5年目の今
年は、さらに交流を深めるために、芋を新聞紙とアルミ箔で包む作業を一緒に
行った。就学する小学校ごとのグループで、会話を楽しみながら作業する姿が
見られた。冬は、保育園の年長児がこども園を訪れ、保育園にはない大きな雪
山で、雪遊びや雪上綱引きを楽しみ、交流を深めた。

❷ こども園、保育園の年長児同士の交流（10月14日/2月2日）

　年長児を招待して一緒に遊ぶ活動。主体的で互恵性のある活動にするため、事前の打ち合わせを行い、単元の構
成やお互いのねらいと援助・支援について共有した。

❸ 生活科｢あきのおもちゃでたのしくあそぼう」での交流（11月7日/11月15日） ※28ページ 交流事例参照

　こども園、保育園の年長児が小学校の図書室から好きな本を借りる体験をした。読みたい本を見付けられず迷っ
ている子どもには、図書委員会の子どもたちが、「どんな本が好き？」と声をかけて一緒に探したり、本を紹介したり
していた。上級生に優しくしてもらうことで年長児は安心感を得ることができた。

❹ 小学校の図書室で本を借りる交流（1月18日/2月2日）

　園と小学校の子どもたちのよいところや課題などの実態を話し合い、「ど
んな力を伸ばしたいか」を出し合った。「何事にもあきらめずに取り組む姿勢」
や「自分も友達の思いも大切にしながら協力してやり遂げようとする態度」「物
事を深く追求して考える力」などが共通課題として挙げられた。

● 第1回（12月16日） 　▶目指す姿の共有
カリキュラム調査研究委員会の実施

　学区で共通して育てたい力を、①「進んで学ぶ（思考力）」②「協力して取り組む（協働力）」③「諦めずに取り組む
（自立心）」として、具体的な体験や活動について協議した。

● 第2回（1月11日）　▶共通の視点と具体的な体験・活動の協議

• 保育や授業の参観・協議への参加、交流の話し合いや調査
研究委員会を通して、子どもの実態を理解し合い、架け橋
期に育みたい資質・能力を共有することができた。
• 幼小連携の交流活動が、ねらいを共有したり子どもの育ち
を意識したりすることで、これまで以上にお互いが成長し、
年長児が就学への期待をもてるようになった。また、1年
生の姿から、年長児に育みたい力が見えてきた。小学校が、
より身近に感じられるようになった。

カリキュラム開発における成果と課題

• カリキュラムを生かし、子どもの姿を起
点として定期的に評価・改善を図りなが
ら連携を積み重ねていきたい。
• 年度当初に年間の連携計画を見通して
活動を調整し、無理のない充実した連携
にしていきたい。

　学区の共通の視点に合わせて、それぞれの目指す子どもの姿や体験・活動を位置付けたものを持ち寄り、つながり
を考えて見直しを図った｡その後、メール等でのやり取りの中で、修正、確認作業を行った。

● 第3回（2月8日）　▶幼保小のつながりを考えた検討、成果と課題

モデル地区の実践・架け橋充実期のカリキュラム全体計画
釈迦内小学校区

禰釈迦内小学校区の実践［釈迦内小学校／向陽こども園／釈迦内保育園］

参加者：校長／教務主任／1年担任／主幹・主任／年長児担任
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